
「
坂
本
龍
馬
詠
草
二（
部
分
）」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）

「
採
樵
歌
一（
部
分
）」（
安
田
町
教
育
委
員
会
蔵
）

公
文
菊
僊
筆「
坂
本
龍
馬
肖
像
画
」（
安
田
町
教
育
委
員
会
蔵
）

※新型コロナウイルス感染状況により、休館日など内容を変更する可能性があります。

主催　安田町、安田町教育委員会
後援　株式会社東京映画社、高知新聞社、ＮＨＫ高知放送局、ＲＫＣ高知放送、
 ＫＵＴＶテレビ高知、ＫＳＳさんさんテレビ、エフエム高知

お問い合わせ 安田まちなみ交流館・和
TEL/FAX 0887‐38‐3047

e-mail  info@yasuda-nagomi.com
HP   https://yasuda-nagomi.com/
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9：00
〜
17：00（
最
終
入
館
16：30
）

2
0
0
円（
高
校
生
以
下
お
よ
び
障
害
者
手
帳
提
示
者
等
は
無
料
）

火
曜
日（
祝
日
の
場
合
そ
の
翌
営
業
日
）

場  
所

住  

所
時  

間
観
覧
料

休
館
日

令
和
4
年

7
月
2
日
㈯
〜
10
月
30
日
㈰

企画展特別講座

コーナー展示

「
」

家族をつなぐ和歌のたしなみ
　　　　　　   －坂本・髙松・井上家をめぐって－
講師
日時
場所

高知県立坂本龍馬記念館  学芸員  亀尾美香氏
9月25日㈰　14：00～15：30
安田まちなみ交流館・和

（　　　　　　　 　 ）事前に「安田まちなみ交流館・和」
までお申し込みください

「学制発布150年記念特別展示
　　　　　　　　　　　　  －順蔵と髙松塾－」

参加費無料／定員20人

関連
イベント



安田まちなみ交流館・和（なごみ）

（祝日の場合翌営業日）年末年始（12/28～1/2）

　
髙
松
順
蔵
は
、坂
本
龍
馬
の
姉・千
鶴
の
夫

で
あ
り
、龍
馬
の
義
兄
に
あ
た
る
。順
蔵
は

文
武
両
道
に
優
れ
、和
歌
や
絵
画・篆
刻
を

た
し
な
み
、彼
の
も
と
に
は
多
く
の
人
た
ち

が
集
ま
り
交
流
を
持
って
い
た
。

　
ま
た
、順
蔵
の
祖
父
で
あ
り
、龍
馬
の
曽

祖
父
で
も
あ
る
井
上
好
春
は
、江
戸
時
代
後

期
の
土
佐
の
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。そ

の
影
響
だ
ろ
う
か
、龍
馬
も
ま
た
和
歌
に
通

じ
て
お
り
、姉・乙
女
に
宛
て
た
和
歌「
世
の

人
は 

わ
れ
を
な
に
と
も 

言
は
ば
いへ 

わ
が

な
す
こ
と
は 

わ
れ
の
み
ぞ
知
る
」は
有
名
。

　
本
企
画
展
で
は
、順
蔵
と
龍
馬
二
人
を
中

心
に
、和
歌
が
結
ぶ
文
化
人
と
し
て
の
一
面

に
焦
点
を
当
て
、交
流
の
あ
っ
た
人
物
な
ど

も
紹
介
す
る
。

採樵歌（安田町教育委員会蔵）
全四巻には、折りにふれ詠んだ二千余首の和歌が収められ、
家族への想いや交友関係、日本各地を周遊した足跡がみられる。

「坂本龍馬書簡 乙女・おやべ宛 慶応元年九月九日（部分）」
（京都国立博物館蔵）

龍馬は、京都伏見の宿のことを「お国にて安田順蔵さんのうちに
おるような、こころもち」といい、安田の順蔵家でくつろいでいた
様子がうかがえる。

髙松順蔵筆「楠公桜井の別れ」
（高知県立坂本龍馬記念館蔵）

髙
松
順
蔵 

短
冊
（
安
田
町
教
育
委
員
会
蔵
）

（最終入館16：30）


